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之 （学芸員）相模湾西部の海底地質調査報告

はじめに

　最近、 私をはじめ幾人かの当館の学

芸員が調査船による海洋調査に出か

けています。 今回は暮れの押し迫った

2012 年 12 月 23 日～ 27 日に房総半

島沖および相模湾で実施された海底地

質調査に参加しました。 この調査の概

要について紹介したいと思います。

調査内容

　調査の主目的は、 相模トラフの延長

にあたる房総沖の相
そ う お う

鴨トラフ周辺の堆

積物の調査でした。 相鴨トラフは房総

沖の地震の震源断層として、 注目され

ています。 その表層の堆積物を調べる

ことは、 過去もしくは将来的な地震研究

に大変意義のあるものです。 また、 房

総半島の中部には嶺
みねおか

岡帯と呼ばれる、

カンラン岩から斑レイ岩などのマントル

や下部地殻を構成する岩石が露出して

います。 その延長部が房総沖の海底に

露出しているかどうかを確認するという

目的もありました。 また、 万が一房総沖

の海況が悪い場合は、 相模湾西部の

調査を実施することになっていました。

この場合、 箱根火山から東伊豆単成火

山群の延長部の海底がターゲットです。

KT-12-35
　 こ の 航 海 名 は、 KT-12-35（KT ＝

淡
たんせいまる

青丸、 12 ＝ 2012 年、 35 ＝ 2012 年

の 35 回目の調査） です。 ちなみに、

淡青丸はかつては東京大学海洋研究

所の所管で、 現在は （独） 海洋研究

開発機構 （JAMSTEC）が管理してい

る船です （図 1）。 当館の佐藤学芸員

もこの船で何度か調査航海に出ていま

す。 淡青丸の総トン数は 610 トンです。

参考までに東京湾フェリーの金谷丸が

3,580 トンなので、 淡青丸の小ささがわ

かるかと思います。 この時期は大時化

で海況が悪いことが予想され、 そんな

時にこの船で大丈夫なのか？ 酔わない

のか？という不安が付きまといます。 淡

青丸は 2013 年に 2 回の航海を行い、

その後退役するとのことで、 地質系の調

査航海は今回が最後とのことでした。 私

は淡青丸に乗船するのは今回が初めて

だったのですが、 初めてにしてメモリア

ルな航海に参加することとなりました。

調査方法

　調査の詳細にふれる前に今回の調査

方法について紹介しておきます。 調査

方法の１つは海底の堆積物の採集で

す。 採集には錘
おもり

を装着した筒を海底に

突き刺し、 数メートル分の堆積物を抜き

あげるピストンコアラーと呼ばれる方法を

用います （図 2）。 もう一つは、ワイヤー

の先にドレッジャーと呼ばれる容器を取

り付けて海底に沈め、 海底斜面に沿っ

て長距離にわたり引きずることで海底に

露出する岩石もしくは転がっている岩石

を採集する方法で、 ドレッジと呼ばれま

す （図 3）。 この方法は、私が以前にフィ

リピン海のパレスベラ海
かいぼん

盆で幾度も行っ

た手法であり、 今回も私の調査の主たる

手法となります。

調査地点の絞り込み

　12 月 23 日に母港のお台場の埠頭か

ら淡青丸に乗船しました。 乗ってすぐに

船長から、 房総沖は海況が悪いのです

ぐに真鶴沖に向かうと告げられました。

相模湾西部での調査地点は、 元東京

大学海洋研究所の石井輝秋先生と私に

任されていました。 当館の新井田学芸

員が作成した海底地形図を基に調査地

点を決めます。 ドレッジによる海底調査

では、 岩石の露出が期待される、 比較

的急傾斜な海底地形が存在することが

条件になります。 また、 相模湾などの

首都圏に近い海では、 海底ケーブルが

海底に縦横無尽に張り巡らされているた

めに、その周辺では調査ができないこと、

陸近くでは定置網があるのでその周辺

も調査できないことなどが制約条件にあ

ります。 これらの条件と海底地形、 地上

の地質、 過去の海底調査の結果から 5

つの調査地点を絞り込みました （図 4）。

　北から順に、 第一候補は箱根火山の

沖合の海底の急斜面です （図 4 の①）。

現在の箱根火山最高峰は標高 1,438m
の神山です。 しかし、 箱根火山は相模

湾の海底から成長している火山であり、

相模湾の海底 （およそ -1,000m） からの

高さを考えると 2,500mを越える巨大な

火山です。 その基底部にあたる、 相模

湾の海底には、 現在地上では見られな

い古い溶岩が露出している可能性があ

ります。 近年、 箱根火山を研究している

私には大変興味深い海域です。 問題は

調査海域が海底ケーブルに近いことと、

加えて真鶴沖に定置網があるために、 ド

レッジ調査できる距離が短いことです。

　第二候補は②で熱
あたみかいていこく

海海谷と呼ばれる

熱海沖にある深い谷です。 この谷の成

因はわかっておらず、 一説にはここがカ

ルデラであるとも言われています。 谷の

出口にあたる急崖の部分の地質がわか

れば、 この谷の成因を解明するヒントが

得られるのではと思いました。

　第三候補は③で、 真鶴海
かいきゅう

丘と呼ばれ

る真鶴沖にある奇妙な高まりです。 この

高まりが、 いったいどんな岩石でできて

いるのか興味があります。 箱根火山 （真

鶴半島） の延長ですから、 真鶴溶岩の

ような岩石が採集できる可能性が高そう

図 2 熱海沖にてピストンコアラーを海底に投

入しようとしているところ .

図 1 淡青丸 .

図 3 組み上げられたドレッジャー . 右の円柱

が 200 ㎏の錘、 奥に本体がつながれている . 

左奥には予備が置かれている . 写真は 2007

の白鳳丸での航海 .
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図 5  2 回目のドレッジで採集した岩石 .

です。 問題はこのすぐ東に海底ケーブ

ルが張り巡らされていることです。

　第四候補は④で初島沖の急崖です。

おそらくは初島を形成する玄武岩溶岩

が露出しているものと思われます。 ま

た、 相模湾の谷底に当たる平坦部から

初島沖の急崖にかけて傾斜が変わるあ

たりは、 西相模湾断裂と呼ばれる断層

が分布しており、 地質学的に興味深い

場所であります。 ここの問題も海底ケー

ブルが周囲に張り巡らされていることが

あります。

　第五候補は⑤で、 伊東市の大室山と

伊豆大島の間にある海域です。 大室山

をはじめとする東伊豆単成火山群と呼

ばれています。 東伊豆単成火山群は

陸上域のみならず、 海底にも火山が続

いており、 1989 年の伊東市の沖合にあ

る手石島周辺の海底噴火もその一部で

す。 ⑤の海域には、 海底の小さな高ま

りが示されています。 これらはすべて東

伊豆単成火山が海底で噴火したもので

す。 東伊豆単成火山群は陸上部はもち

ろん、 海底火山についてもかなり調べら

れています。 ここについては資料が欲し

いとの思いがありました。

　結局①の箱根沖と⑤の東伊豆単成火

山群の海底火山部分のドレッジ調査を

実施することになりました。

調査開始

　予定どおり、 23 日の 14 時にお台場を

出港。 20 時頃には真鶴沖に到着しまし

た。 到着してまずは、 調査船に備え付

較していきます。

　これだけでは読者の方に不満が残りそ

うですので、 少しだけ結果をご紹介しま

すと、 今回採集した岩石には、 明らか

に真鶴半島を構成する真鶴溶岩と同じ

ものがありました。 それ以外に、 今まで

陸上部で見たことがないような古そうな

溶岩も採集されました。 起源を推定した

り、 新たな岩体かどうか結論を出すまで

にはしばし時間がかかります。

おわりに

　この航海では、 この後にドレッジ調査

を房総半島沖 （D3、 D4）、 伊東沖で

1 回 （D5） 東伊豆単成火山の海底火

山で 2 回 （D6、 D7）、 さらにピストンコ

アによる堆積物の採集を熱海沖で一回

（P1）、 房総沖で 1 回 （P2）、 伊東沖で

一回 （P3） 行いました。 海底火山の溶

岩はとても新鮮な溶岩で、 また熱海沖

のピストンコアには興味深い火山灰も含

まれており、 今後の研究が楽しみです。

いずれの結果も近々、 展示や論文等で

紹介したいと思いますのでしばしお待ち

ください。

図 4 調査海域 . “D” はドレッジ , “P” はピストンコアの略で , 

いずれも調査地点を示す . D3, D4, P2 は房総沖での調査のため

図には示されていない .

けられたソナーを使って、 細かな海底

地形図をつくり、 ドレッジャーの投入地

点を決めます。 海底ケーブルがあること

と、 岸近くに定置網があることからかなり

制限されてしまいましたが、 何とか第一

候補の真鶴半島の北東側で測線を決め

ることができました （図 4 の D1）。

　20:30 頃にドレッジャーを投入。 この

場所の水深は 750 m 程度なので、 すぐ

にドレッジャーが海底に到着します。 ド

レッジャーが海底についてから、 水深よ

りも少し長めにワイヤーを送り出し、 約

1 ノット （約 1.85 km/h） で斜面に直交

する方向に船を進めます。 船上ではワ

イヤーの張り具合をテンションメーター

で確認しています。 ドレッジャーに大き

な石が入るとワイヤーが張り、 テンション

メーターの値が上がります。時にはドレッ

ジャーが岩盤に引っ掛かり、 ワイヤーが

切れそうなくらい数値が上がることもあり

ます。 この場合は、 ワイヤーを送り出し

たり、 船を後退させたりすることで対処し

ます。 テンションメーターの値が適度に

数回上がることで、 岩石が獲
と

れたと判断

し、 ドレッジャーを回収します。 時には

何もテンションが掛からずに空っぽだっ

たり、 ドレッジャーと船からのワイヤーを

つなぐ細いワイヤー （ヒューズワイヤー

と呼ぶ） が切れて、 ドレッジャーが回収

できなかったりもします。

　最初のドレッジでは、 テンションメー

ターの値が上がる前に、 定置網まで近

づいてしまい、 ドレッジャーを回収。 結

果、 最大で 10 ㎝程度の岩石が 10 数

D1D2

D5

D6

D7

②

⑤

④

③

①

小田原

伊東

熱海

湯河原

大室山

平塚

箱根

真鶴半島

P1

P3

図 6  D7 の調査地点から大室山を眺める .

個獲れただけでした。

　ドレッジャーを船上に回

収 し た の が 22 時 頃。 続

い て 22 ： 30 か ら D1 よ り

少し南の D2 で二回目の

ドレッジ調査を開始しまし

た。 D2 は D1 と比べドレッ

ジャーを引ける距離が少し

長いのが長所でした。 結

果は、 D1 と同じく、 たいし

てテンションメーターの値

が上がりませんでしたが、

D1 を上回る点数の岩石を

採集することができました

（図 5）。 これらの岩石は、

今後岩石プレパラートを作

成し、 全岩化学分析を実

施して、 陸上の岩体と比




